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午後 １時０６分 開会 

 

○髙部教育長  それでは、ただいまから平成２８年第２回教育委員会定例会を開会いた

します。 

 本日の会議録の署名委員は、須藤委員にお願いをいたします。 

 それでは議事日程に従いまして、議事を進めてまいります。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第１ 議案第３号 平成２８年度基本方針の承認について 

○髙部教育長  日程第１ 議案第３号を議題といたします。 

（ 書記朗読 ） 

○髙部教育長  提案理由の説明をお願いします。 

○山口教育部長  それでは、私から、平成２８年度基本方針案についてご説明をさせて

いただきたいと思います。議案書に、横長のＡ３判の新旧対照表をおつけしてございます

ので、こちらをごらんいただきたいと思います。 

 左右対照で、左側が平成２８年度、今回作成分、右側が昨年度、２７年度分ということ

でございまして、訂正、修正した部分には網かけをしてございますので、ごらんをいただ

きたいと思います。 

 この基本方針につきましては、三鷹市の教育が目指すべき中長期の施策の方向性が定め

られております三鷹市教育ビジョン２０２２に基づきまして、教育委員会として、各年度

における取り組みについての取りまとめを行ったものでございます。 

 今回、平成２８年度につきましては、三鷹市第４次基本計画第１次改定、三鷹市教育ビ

ジョン２０２２等の個別計画の第１次改定作業の年でございました。今回は、こうした内

容を反映した部分となってございますので、それぞれ、素案等でご説明をした内容と重な

る部分もございますので、その旨、ご了承いただければと思います。 

 資料の一番右の欄に、今回の修正点のポイントを簡単な説明文としてお示しをしてござ

いますけれども、第４次基本計画、教育ビジョン２０２２等の個別計画の改定に伴います

修正箇所につきましては、その旨、記載をしているところでございます。 

 なお、今回、ご協議をいただきます内容と、３月、市議会定例会でご審議をいただきま

す平成２８年度予算を踏まえまして、事業計画を作成いたします。事業計画では、今回の

基本方針に基づく平成２８年度のより具体的な取り組みを記載させていただく予定でござ

います。 

 私から、学校教育について説明をさせていただきます。 

 まず、横長の資料の２０ページをごらんいただきたいと思います。こちら、学校教育の

指導目標の中の目指す子ども像の上となりますけれども、網かけの部分がございます。お

手元に、参考までに、個別計画、教育ビジョン２０２２第１次改定の冊子をお配りしてご

ざいますので、そちらをお開きいただきたいと思いますが、５ページをごらんいただきた

いと思います。こちらの網かけ部分、三鷹市教育委員会では、この「人間力」、「社会力」

を身に付けさせるために、という４行でございますけれども、これは総合教育会議も含め
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まして、教育ビジョン２０２２第１次改定素案に対するご意見等を反映いたしまして、教

育ビジョン２０２２に追記をした内容でございまして、今回、それと同じ内容をこの基本

方針に記載したというものでございます。 

 その資料のお隣、２１ページでございます。こちら、目標Ⅰ、地域とともに、協働する

教育を進めますの１、コミュニティ・スクールの機能の充実でございまして、こちらも教

育ビジョン、これは１０ページになりますが、改定内容を反映いたしまして、コミュニテ

ィ・スクールにおける協議の活性化、円滑な運営のためのコンプライアンスの意識啓発に

ついて追記をいたしました。 

 その下の２、地域人財の育成と協働の推進ということでございます。教育ボランティア

対象講座の開催目的を明確にするとともに、こうした取り組みによりまして、人財発掘と

養成に努める旨、記載をするとともに、文言の整理を行っております。 

 その下、コミュニティ・スクールの充実に向けた支援体制の整備でございます。２２ペ

ージにかけての記載となりますけれども、持続可能な組織に向け、コミュニティ・スクー

ルへの適時、適切な情報提供と各学園のコミュニティ・スクール委員会の実情を踏まえた、

幅広い支援について追記をいたしました。 

 さらに、その下、２の知・徳・体の調和のとれた三鷹の子どもを育てる教育内容の充実

でございます。これはお隣、２３ページにかけての記載となりますけれども、平成２７年

３月に道徳が特別の教科として学習指導要領に位置づけられましたので、その充実につい

て加筆をするとともに、現代的課題となっておりますネット依存や情報モラルなどのＩＣ

Ｔ教育の指導の推進につきましても追記をいたしました。 

 その右の欄でございますけれども、２７年度の（注３）というところに投げる力に関す

る記載がございますけれども、２７年度、単年度の東京都市長会の補助事業として実施を

いたしましたものでございますが、２８年度では削除をしてございますけれども、引き続

き、関係団体等々のご協力をいただきながら、投げる力を初めとする児童・生徒の体力、

運動能力の育成を継続していく予定でございます。 

 ４、生活指導の充実でございます。いじめ防止対策に向けた具体的な取り組みといたし

まして、条例に基づく三鷹市いじめ問題対策協議会の役割と、その点検、評価によります、

いじめ防止対策の推進について追記をいたしまして、より自律的な学園、学校づくりを推

進するということから、教育ビジョン２０２２、こちらは１４ページになりますが、この

中で説明させていただきましたとおり、最重点課題とさせていただいたところでございま

す。 

 さらに、その下、５、多様な教育的ニーズに対応した教育の推進でございます。２４ペ

ージにかけてでございますが、教育支援プラン２０２２の改定内容を反映いたしまして、

教育支援に対する教員の連携強化や研修の充実、東京都が示しました「特別支援教室の導

入ガイドライン」に基づきます「校内通級教室（仮称）」に向けた準備といたしまして、ハ

ード、ソフト両面の整備に向けた検討について記載をいたしました。 

 目標Ⅲの１、学園長・校長の学校経営ビジョンに基づく特色ある学園・学校づくりの推

進でございます。学園長、学校長の総合的なマネジメント能力の向上によります、特色あ
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る学園・学校づくりを推進し、今日的な課題に対応するための若手教員の育成や学校内外

の緊密な連携について追記をいたしまして、自律的な学園・学校づくりを推進するという

ことから、こちらを最重点課題とさせていただいたところでございます。こちらは教育ビ

ジョン、１６ページに同様の記載があるところでございます。 

 続きまして、２５ページ、上段、３か所の網かけにつきまして、他の方針や基本計画の

改定に合わせた文言の修正をいたしました。 

 ３、三鷹教育・子育て研究所の活用でございます。こちらも教育ビジョン２０２２の改

定に合わせた修正ではございますけれども、今後ますます活用が期待をされます学校配置

のＩＣＴを活用いたしまして、蓄積された研究成果やすぐれた実践を教員相互に共有する

ための仕組みづくりを検討する旨、追記をいたしました。 

 その下、目標のⅣ、安全で快適な、充実した教育環境を整えますの１、子どもの安全・

安心の確保でございます。防犯カメラ設置に当たりまして、学校、保護者、地域等と連携

しながら、丁寧に進めていく旨、補足をさせていただきました。 

 その下の学校給食の委託化、こちらにつきましては、教育ビジョン２０２２、１８ペー

ジに記載がございますが、改定に合わせまして、平成２７年度では目標Ⅳの２に記載して

ございましたものを構成を見直しまして、より適切な記載箇所として、こちらに移動をす

るとともに、食育と安全でおいしい学校給食の充実の一環といたしまして、市内産野菜の

活用について追記をいたしました。 

 ２６ページになります。２の安全で快適な学校施設づくりの推進でございます。平成２

７年度の調査をもとに、新たに学校施設の長寿命化工事を計画的に実施することといたし

ましたことから、最重点施策というふうにさせていただいたところでございます。 

 ４のＩＣＴを活用した魅力ある教育環境の整備と利活用でございます。校務におけます

ＩＣＴの活用が経常化したことから、２７年度は最重点課題としてございましたが、こち

らを重点課題とするとともに、授業モデルの研究や成果の検証を通しまして、広く市内の

小・中学校での実践につなげる旨、記載をするとともに、文言の修正を行ったところでご

ざいます。 

 ５番、児童・生徒数の増減に対応した適正な学習環境の確保でございます。こちらにつ

きましては、これまでご説明をしてまいりました高山小学校への対応、あるいは全市的な

児童・生徒数の動向の把握につきまして、第４次基本計画、教育ビジョン２０２２の改定

内容を反映したところでございます。 

 ６、教育センターの耐震補強等工事の実施でございます。こちらは、第４次基本計画第

１次改定素案の中で触れさせていただきましたけれども、新たに追加した項目でございま

す。教育センターの耐震化工事、あわせまして、老朽化した施設の更新に向けた取り組み

について追記をいたしました。 

 お隣、２７ページの７、校外学習施設「三鷹市川上郷自然の村」の効率的な運営の推進

とあり方の検討でございます。こちらもご報告してまいりました、同施設への対応につき

まして、事業の進捗に基づく記載とさせていただいたところでございます。 

 学校教育は以上でございます。 
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○宇山生涯学習担当部長  続きまして、生涯学習分野についてご説明をさせていただき

ます。 

 ２９ページをごらんください。一の生涯学習の推進目標ですが、生涯学習プラン２０２

２の第１次改定に追加された生涯学習振興行政の総合的推進の視点を追記するということ

で、中段ですが、三鷹市の市長部局を初め、ＮＰＯ、大学、民間団体、企業等とも連携す

るネットワーク型生涯学習振興行政を総合的に推進しという言葉を追記しております。 

 その下、目標のⅠ、生涯学習社会の実現に向けた学習環境の整備の推進ですが、次ペー

ジ、３０ページの４になります。生涯学習にかかわる新たな拠点の整備でございます。こ

ちらに新川防災公園・多機能複合施設（仮称）の事業の進捗に伴う時点修正とともに、２

８年度の主な取り組みを明記いたしました。 

 その下、大沢二丁目古民家（仮称）についてですが、２８年度には基本設計、実施設計、

解体工事等を行いますので、その旨を追記しております。 

 その下、遺跡調査業務の見直しに向けた取り組みでございます。埋蔵文化財の保存活用

の新たな体制の確立に向けまして、一部、民間会社の活用等も含め、効率的、効果的な体

制をつくり出すために見直しを行うという内容を追記しております。 

 ３１ページをごらんください。こちら、目標Ⅱの市民の多様な学習活動の支援と生涯学

習によるまちづくりの推進の１でございますが、生涯学習の拠点の整備ということで、生

涯学習センターの、ここでは事業の概要を明記しております。 

 また、その下に社会教育会館と下連雀図書館の閉館について、閉館に向けた準備等に取

り組むということを追記しております。 

 その下の４、学校・家庭・地域との連携による生涯学習の推進ですが、こちらには、リ

ーフレット「ネット社会を生きる力を育むために」について追記をしております。 

 ３２ページをごらんください。目標のⅢ、地域の情報拠点としての図書館活動の推進で

す。１番に、「図書館基本運営方針（仮称）」の策定について掲げております。新たに策定

をする内容で、時代の変化によって、多様化しているニーズや社会の要請に対応して、新

たな方針を策定するというものでございます。 

 ３３ページをごらんください。４番の図書館サービス網の再編に向けた取り組みでござ

います。こちらは第４次三鷹市基本計画、そして個別計画との整合性を図りまして、２８

年度に取り組むことになりました新たな取り組みについて、追記をしているところです。

井の頭住民協議会及び生活環境部と具体的なコミュニティ・センター図書室との連携につ

いて検討を進めるということと、それから、老朽化した移動図書館の車両の更新、その有

効活用に向けた検討や、下連雀図書館の廃止に向けて、巡回ステーションの見直しなどに

ついて検討して、市内全般にきめ細やかな図書館サービスを展開していくことを追記して

おります。 

 その下、Ⅳ、生涯にわたり親しむことができる豊かなスポーツライフの推進でございま

す。１番につきまして、第４次三鷹市基本計画との整合を図りまして、総合スポーツセン

ター（仮称）の事業の概要や、既存施設の閉館と和洋弓場の整備について明記していると

ころでございます。 
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 ３４ページをごらんください。２８年度に予定している新たな取り組みということで、

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けての気運の醸成に向けた普

及啓発活動について追記しております。 

 それから、４番としまして、同じく２８年度の取り組みとして、スポーツイベントや高

齢者、障がい者スポーツ活動の推進をサポートするスポーツボランティアの育成というこ

とを新たに追記をしております。 

 そして、５番目のところですが、体育施設の円滑な運営と維持管理の充実という項目で、

こちらの文言を修正するとともに、２８年度１０月から、大沢野川グラウンドが調節池拡

大工事により一時閉鎖が予定されております。こちらについて、代替施設として、民間体

育施設の活用と確保について、一層の拡充を進めていくという内容を盛り込んでいるとこ

ろです。 

 説明は以上です。 

○髙部教育長  以上で提案理由の説明は終わりました。委員の皆様の質疑をお願いいた

します。 

○角田委員  よろしいでしょうか。 

○髙部教育長  はい。 

○角田委員  以前にもご説明を受けたかもしれないんですが、３３ページ、４、図書館

サービス網の再編。今移動図書館の車のお話が出ていたんですけれども、図書館の利用者

数とか蔵書数のご報告を受けた覚えがあるんですが、移動図書館の利用状況とか稼働日数

とかがわかれば、どの程度か教えていただきたいと思います。 

○髙部教育長  田中館長。 

○田中三鷹図書館長  巡回のステーションには、年間で平均３３３回、巡回をさせてい

ただいております。滞在時間は、短いところでは約３０分程度なんですが、長いところで

は２時間半の滞在をしております。本の積載については、３,５００から４,０００冊を車

に載せて、専任の運転手が巡回をしている形になっております。また、利用人数は、多い

ところでは、ブックカフェの開催を共同でさせていただいているところです。 

○角田委員  ありがとうございます。 

○髙部教育長  全部のステーション、トータルで何人なのかというのはわかりますか。 

○田中三鷹図書館長  ステーションは、全部で１３か所設けており、年間で約１万人程

度の利用者がいます。 

○角田委員  １万人を３３３回で割れば、大体一回３０人程度ということになりますか。 

○田中三鷹図書館長  そうです。はい。 

○角田委員  その状況は、過去数年間、同じなんですか。減っているかとか、増えてい

るというのはどうなんでしょうか。 

○田中三鷹図書館長  南部図書館の開館に伴って、一番利用者が多かった新川の団地と

中原の団地のところのステーションの二つを廃止しておりますので、そこの部分での利用

減というのはございますが、その分、南部図書館の利用が増えているということもありま

すので、移動図書館としての実績としては、多少、減にはなっております。 
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○角田委員  十分、利用度は高いということなんですね。 

○田中三鷹図書館長  はい。 

○髙部教育長  よろしいでしょうか。 

○角田委員  はい。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。はい、池田委員。 

○池田委員  ２１ページの目標Ⅰの１、コミュニティ・スクールの機能の充実というと

ころで、網かけのところにコンプライアンスということがわざわざ挿入されているんです

が、これは何か、この間に入れなければいけないような事情があったとかということがご

ざいましたら、教えていただけますか。 

○髙部教育長  所課長。 

○所指導課教育施策担当課長  特に何かが起こったというわけではないんですけれども、

今、あらゆる面でコンプライアンスの充実というのが言われている中で、ボランティアや

コミュニティ・スクールなども、そういった意識で取り組んでいただくことが大切であろ

うということで記載をしております。 

○髙部教育長  補足しますと、コミュニティ・スクール委員は、市民の方、保護者や地

域の方ということで、年代が違ったり、いろいろな経験、さまざまなお持ちの方が一緒の

合議体でディスカッションするということですけれども、ともすると、新しく参加した方

にとっては、意見が出しにくいとか、場合によっては、セクハラも起こるかもしれない。

そういうことを、会議のルールを確認しながら、お互いが意見を出しやすい、そういう闊

達な合議体としての雰囲気づくりをやっていきましょう、そのベースに、身分的には学校

運営協議会という、非常勤特別職であって、実質は、ボランタリーなんですけれども、そ

ういうルールを確認しましょうということが背景にあります。 

 ほかにいかがでしょうか。高橋委員、どうぞ。 

○高橋委員  ２４ページでしょうか、学園長・校長の学校経営ビジョンに基づく特色あ

る学園・学校づくりの推進を最重点に入れてくださっていることを私は非常に、これから

先につながることだと思っているんです。チーム学校ということを形にしていかなきゃい

けないというときに、いかに学園長、校長がマネジメント能力が高いかということが大事

な要素になってくると思うんですが、具体的に何か、こういう形で場を持とうとか、活動

を組もうとか、そういうことも含めて、考えておられることがあったら、お聞かせいただ

けたらと思います。 

○髙部教育長  所課長。 

○所指導課教育施策担当課長  今、特別に何かの場を持つということはやっていないん

ですけれども、学園の経営という意味では、学園長会議というのを毎月開いておりますの

で、そういった中で、マネジメントに必要なことは、教育委員会からも伝達しますし、互

いに学園から出していただいて、共通理解するというような取り組みをしております。 

○高橋委員  わかりました。 

○髙部教育長  補足させていただきますと、今回、学校人財育成方針を一部改定しまし

たけれども、その中でも、管理職としてトータルなマネジメント力、その目標設定、お互
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いの合意形成、それから、実施するときに、いろいろな外部の資源、教員力、そういうも

のを高めながら目標を達成して、点検、評価しながら改善していこうという、そういうも

のをきちっと管理職として認識してくださいということをわかりやすく位置づけています

ので、そういった研修の機会とかに、そういうものを活用していただこうということも考

えています。よろしいでしょうか。 

 ほかにいかがでしょうか。はい、須藤委員。 

○須藤委員  ３０ページの４番の下、三鷹市の遺跡調査会に関するところなんですが、

これは埋蔵文化財の保存活用の新たな体制確立に向けてということで、今後、三鷹の遺跡

調査会については縮小していくようなことなんでしょうか。 

○髙部教育長  今の検討状況について、どうぞ、部長。 

○宇山生涯学習担当部長  埋蔵文化財は地域の貴重な財産であるということで、適切な

保存と公開活用というのが重要なわけですけれども、開発届が出た場合の対応ということ

なので、かなり迅速な対応が求められます。人材確保を柔軟に行うというメリットがある

ということで任意団体として遺跡調査会が設置をされたのが昭和５３年ということなんで

すが、その時期から大分たって、そういうメリットがかなり少なくなってきているという

ことと、小さな、限られた組織体制でございますので、業務の円滑な遂行が難しくなって

いるというような面もあります。 

 実際、遺跡調査会として、正規職員は１名なんですけれども、そちらが２８年度末で定

年退職を迎えるということもありまして、そのほかは期限つきの職員というような形です

ので、ここで組織体制のあり方と、それから業務全般の効率化ということを考えて、見直

しを行って、解散も視野に入れて、新たな体制を築いていくことを考えております。 

○須藤委員  わかりました。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。 

 私から二つ、お願いしたいんですけれども、一つは、先ほどのコミュニティ・スクール

の機能の充実のところで、教育ビジョンで改定されたところを反映したのは結構なんです

が、２１ページから２２ページにかけてなんですけれども、２１ページの下は、支援体制

の整備という趣旨なので、おそらく適切、適時な情報提供という、主語は書いていません

が、おそらく教育委員会から、それぞれの学園とかコミュニティ・スクールに情報提供し

ていこう、研修の機会を設けていこうという趣旨なんですけれども、今、１０年たって、

活発化しているのは、やっぱり学園間の交流なんです。意見交換とか発表とか。お互いに

学びながら、また改善していくというところが出てきて、例えば教育ビジョンの中ではそ

れを、教育ビジョンの１０ページですけれども、１番目の機能の充実の中の最初の丸の下

に、学園間の交流、連携の推進を通してということを入れてもらったんです。ですから、

基本方針にもそれがわかるように、追加してもらえますか。 

○山口教育部長  わかりました。 

○髙部教育長  それともう一つ、高山小学校の件なんですけれども、２６ページです。

２６ページの５の適正な学習環境の確保のところなんですが、これは教育ビジョンに合わ

せて、こういう文言を修正して、それを踏まえたというのはいいんですけれども、例えば、
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ほかの生涯学習分野の、先ほどの修正箇所を見ると、ハード系はわりと年次目標を入れて

いますね。２８年度からとか、２９年度にはとか。高山小学校の件はまさに時限付き新校

舎ということで、２７年度設計して、２８年度工事ということで、まさに取りかかるわけ

ですね。ですから、対応というと、今までどおりの何か漠然とした中身なので、もう少し

踏み込んで、これはおそらく事業計画を書くときには、もうちょっと具体的な中身になっ

てくると思うんですけれども、年次の部分とか、時限付き新校舎でいくんだというところ

を基本方針でわかるようにしていただいたほうがいいのかなと思います。 

○山口教育部長  より明確にさせていただきます。 

○髙部教育長  いいですかね。お願いします。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ほかにご質問、ご意見等がなければ、採決いたします。 

 議案第３号 平成２８年度基本方針の承認につきましては、ただいまご審議をいただい

た点を踏まえて、若干の手直しを含むことで可決することにご異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○髙部教育長  ありがとうございます。それでは、本件は若干の見直しを含めて、可決

されました。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第２ 議案第４号 平成２７年度一般会計補正予算見積書について 

○髙部教育長  日程第２ 議案第４号を議題といたします。 

（ 書記朗読 ） 

○髙部教育長  提案理由の説明をお願いします。髙松課長。 

○髙松総務課長  では、議案第４号 平成２７年度一般会計補正予算見積書についてご

説明をいたします。 

 別冊になっております資料をごらんください。この議案は、３月の市議会定例会での市

の補正予算案の提出に向けまして、教育委員会所管予算の見積書を市長に提出するために、

委員会でご審議をいただくというものでございます。 

 別冊になっております議案書の１ページをごらんいただけますでしょうか。こちらが歳

入歳出予算見積総括表でございます。今回の補正予算は、歳入歳出、それぞれ５万５,００

０円を増額計上するという内容になってございます。この内容ですけれども、平成２７年

度、今年度中に、個人お２人の方からいただきました教育費寄附金につきまして、教育振

興基金に積み立てるという内容でございます。寄附金の歳入、そして積み立ての歳出とい

う内容になってございます。 

 ２ページに歳入予算、また、めくっていただきまして、３ページに歳出予算見積りの概

要を記載しております。 

 また、４ページには、教育振興基金の運用状況を記載しておりますので、ご参照いただ

ければと思います。 

 提案理由の説明は以上でございます。 

○髙部教育長  以上で提案理由の説明は終わりました。委員の皆様の質疑をお願いいた
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します。 

○角田委員  よろしいですか。 

○髙部教育長  はい、どうぞ。 

○角田委員  これに対しては、全く異議はないんですが、質問なんですけれども、こう

いう寄附金をいただいた場合には、お名前の公表とか、ご本人の希望はとるんでしょうか。 

○髙部教育長  総務課長。 

○髙松総務課長  寄附をいただくときに、寄附の申出書に記載をいただきまして、お名

前ですとか金額について、非公表を望まれる方はその旨を記載していただきまして、その

ような取り扱いをさせていただいているところでございます。 

○角田委員  名前と金額を公表していいですよという場合には、どこで、どういう形で

公表するのですか。 

○髙松総務課長  教育費の寄附金につきましては、ホームページで状況を公開させてい

ただいております。 

○角田委員  ありがとうございます。 

○髙部教育長  では、私から。平成２４年から、この基金を条例制定して、基金を積み

立てるようになったんですが、今まで累計で何件あるか、わかりますか。 

○髙松総務課長  平成２６年度につきましては、６件ございました。２７年度は、今お

話のとおり２件というような形でございますので、平均的にはそれぐらい、２件、３件と

いうところなのかなと思います。 

○髙部教育長  わかりました。ちなみに、この４ページのところの運用状況で、基金に

貯めるだけじゃなくて充当して活用しようという部分で、これはたまたま、今年度で６０

万というのが出ているんですけれども、どういうふうに使われたのか、ちょっと説明して

いただけますか。２７年度の当初予算に係ることだったんでしょうけれども、所課長。 

○所指導課教育施策担当課長  これはコミュニティ・スクールガイドというのを３学園

で作成いたしました。１学園当たり２０万円というところで、印刷費を出して、各学園の

教育活動の特色あるものを広報するためのものとして作成をいたしました。 

 主な紙面は、コミュニティ・スクールというのは一体どういったものなのかということ

の紹介と、それから、学園でのさまざまな取り組み、コミュニティ・スクール以外での取

り組みを紹介するものになっております。 

○髙部教育長  そういった活用も見せながら、こういうふうに役立てていますというこ

とも見せながら、また広く基金を募るというようなことです。ちなみに、税制上もふるさ

と納税という、これはいろいろ賛否両論はあるんですけれども、そういう制度で、日本で

も寄附文化を醸成していこうという中で、三鷹市でも福祉基金があったり、環境基金があ

ったり、まちづくり基金がある。その一つに、また教育基金があるということで、教育基

金はその中では比較的規模の小さいほうなんですけれども、市全体では、かなり基金の積

み立てが多くなっているので、その所要の本来の目的に合ったような活用の仕方もしなが

ら、また募集しているという状況です。 

 よろしいでしょうか。 
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 ほかにご質問、ご意見がなければ、採決いたします。 

 議案第４号 平成２７年度一般会計補正予算見積書については、原案のとおり可決する

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○髙部教育長  ご異議なしと認めます。本案は原案のとおり可決されました。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第３ 三鷹市立小・中学校卒業式及び入学式に使用する告辞文について 

○髙部教育長  日程第３ 三鷹市立小・中学校卒業式及び入学式に使用する告辞文につ

いてを議題といたします。 

 初めに、事務局から説明をお願いいたします。指導課長。 

○宮崎指導課長  指導課長です。２ページをごらんください。三鷹市立小・中学校卒業

式及び入学式に使用する告辞文についてということで、この小・中学校２２校の卒業式と

入学式におきまして、卒業生及び新入生、そして、そこに参集している保護者、地域の方

も含めて、お祝いと励ましの言葉を送るといった趣旨のものになっております。 

 ちなみに、本年度の卒業式、それから来年度の入学式につきましては、下に書かせてい

ただいております、３月、４月となっております。ご参照ください。 

 ページを開いていただきますと、３ページ、４ページに今年度の３月の小学校の卒業式

の告辞文がございます。この小学校の卒業式の告辞文につきましては、ノーベル生理学・

医学賞を受賞した大村智氏が定時制高校に勤務をしていた。その際に、工場に勤めている

生徒たちが熱心に勉強する姿を見て、大学院に進む決意をしたというエピソード。それか

ら、おばあ様に言われた、人のためになることを考えなさいという言葉に導かれて研究に

取り組んだエピソードを取り上げて、子どもたちが今後出会うであろう、さまざまな分か

れ道において、よりよい判断ができる人になってほしいというメッセージを伝えるものと

なっております。 

 続きまして、めくっていただきまして、５ページ、６ページ、これが中学校の卒業式の

告辞文でございます。ラグビーワールドカップでの日本代表チーム、大変活躍をしたわけ

ですけれども、そのヘッドコーチを務められましたエディ・ジョーンズ氏の、できないこ

とを考えるのではなくて、できることを考えるという言葉を取り上げて、厳しい練習にも

耐える日本人選手の勤勉さを生かして、世界一タフなチームをつくり上げたエピソードを

紹介させていただいて、自分の道を切り開いていくためには、自分自身の強みを知り、そ

れを最大限に発揮することが必要だというメッセージを伝えるものになっております。以

上が卒業式です。 

 そして、まためくっていただきまして、７ページが小学校の入学式の告辞文、そして、

８ページが中学校の入学式の告辞文というふうになっております。入学式の告辞文につき

ましては、小・中とも、これから始まる学校生活が充実したものとなるようにというメッ

セージを中心に作成をしているものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○髙部教育長  以上で事務局からの説明は終わりました。委員の皆様のご質疑、ご意見
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をお願いいたします。いかがでしょうか。 

 では、私から一つ。卒業式の告辞文は、時々のトピックを捉えて、教育的な意味、内容

をそれぞれ小学校、中学校に合わせてメッセージを伝えるということが主なので、一方で

入学式は、今まで、ほとんど変わってはいないと思うんですけれども、例えば、授業の中

で、子どもたちが自分の成長を振り返りながら、その保護者も含めて、いろいろな方たち

の支援というか、サポートによって自分が成長してきたという、自分を確認すると同時に、

周りに対する感謝みたいなものを指導されていますね。 

 ところが、小学校の１年生でどうかというのは思うんですけれども、中学校段階では、

これから始まる中学校生活に対する期待とか、こういうことが書いてあるけれども、そこ

まで至った保護者や、送り出してくれた小学校の先生とか、そういう人たちへの感謝とい

う言葉は、最近は一つも入らないんですね。そこら辺はどうなんでしょうか。何かこれま

でと変わってきた部分というのはあるんでしょうか。もともとこうなんでしょうか。 

○宮崎指導課長  ずっと過去のことは、ちょっとわかりませんが、比較的、入学式に関

しては、ここでも、最後から二つ目の段落のところには、ご家族のこと、それから、要す

るに学園としての、ここが三鷹の特徴なんですけれども、顔なじみとなった先生とか先輩

とかというところの支えというところは出てくるので、感謝しなさいという言葉はござい

ませんけれども、そこの人とのつながりとか、そういうものを大切にということは含めて

いるのかなと思いますが、感謝というのは、余り入学式でいきなりというのは、聞かない

のかなという気がするんです。 

○髙部教育長  卒業式でも、今までともに学んだというか、指導していただいた先生へ

の感謝、今は謝恩会とか、仰げば尊しはやらないんでしょうけれども、そういう感謝とい

うのは、卒業式の場面では昔はありましたけれども、今はそういう言葉というのは、もう

全然、この中にはないんですね。 

○宮崎指導課長  告辞文の中には入っていませんけれども、もちろん卒業式の後の中学

生、あるいは小学生のメッセージの中で必ずそれは入っています。中学生は涙ながらに言

います。 

○髙部教育長  ほかに何かご質疑、はい、池田委員。 

○池田委員  二つありまして、一つは、小学校の告辞文がもう少し短くなったらいいな

というのがあります。なかなか小学６年生が、あの長い時間、ずっと座っているというの

は、そもそも大変なところで、もうちょっと縮めるところがあれば、縮められるといいか

なというふうに思いました。でも、もうこういう形で、これまできているということであ

れば、別に無理にということではありませんが、意見としてお聞きいただければと。 

 もう一つは、私が去年、出させていただいたときの感想なんですが、中学生たちが将来

の夢を檀上で１人ずつ語ったりしてくれるんです。それがすごくよくて、こっちもじーん

ときちゃって、我々も子どもの育ちを見て力をもらうとか、ありがたいなという気持ちに

なったんです。そういうところを、こうやって、頑張りなさいよ、育ててくれた人に感謝

しなさいよというだけじゃなくて、我々も、子どもたちが立派に育ってくれてありがたい

し、それで力をもらっているんだよということを何か言ってあげたいなというところがあ
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ります。何か一言、そのようなくだりがあればいいなと。 

 小学校の入学式のところで、育ててくださいましたと、立派な１年生になったことを全

ての人が喜んでいますという一文があるんです。この程度でもいいと思うんですけれども、

特に卒業式に、ちょっと一言、取り込んでもらえないかなと思います。 

○髙部教育長  感謝の念は自発的なものですが、中学校に進み、成長をともに喜ぶとい

う、そういう視点。 

○宮崎指導課長  検討させていただきます。 

○角田委員  いいですか。 

○髙部教育長  はい、どうぞ。 

○角田委員  卒業式の告辞文で、去年もこのぐらいのボリュームがありましたか。読ん

でいて、私は少し多いなという気がするんですけれども、どうですか。 

○宮崎指導課長  どうしても具体的なエピソードを入れてくる中では、そういうことに

なっているのかなというふうには思います。 

○角田委員  ほんとうによく毎年、きちっと検討されて、いい文面をつくっていただい

ていると思います。 

○髙部教育長  教育委員会の告辞は、校長先生の次ぐらい、初めのほうですね。後の人

はちょっと大変だと思います。挨拶がずっと続いたときの子どもの反応が、小学校はちょ

っと耐えられない部分はあるかもしれません。 

○宮崎指導課長  そうですね。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、ほかにご質問、ご意見等がなければ、確認をいたします。 

 日程第３ 三鷹市立小・中学校卒業式及び入学式に使用する告辞文につきましては、先

ほどの点を踏まえて工夫をしていただいて、その上でご了解をいただくということでよろ

しいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○髙部教育長  それでは、本件については、委員の皆様のご了解をいただいたものとい

たします。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第４ 教育長報告 

○髙部教育長  引き続き、日程第４ 教育長報告に入ります。 

○山口教育部長  私からは、きょうはございません。 

○髙部教育長  では、総務課長。 

○髙松総務課長  それでは、各課の報告をさせていただきたいと思います。総務課、１

０ページ、１１ページをお開きください。総務課庶務係関係になります。 

 １０ページの実績等報告ですが、一番下段の２月４日ですが、教育委員会職員を対象と

しました危機管理対策研修を開催いたしました。昨年末の市立小・中学校におけます不祥

事を受けまして、リスク管理の専門家を講師に招きまして、不祥事の再発防止、また対応

策等についてお話をいただいたところでございます。 
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 続きまして、右側、１１ページの予定等報告ですが、こちらも一番下段です。２月２６

日金曜日から第１回市議会定例会が開催される予定となっております。その他につきまし

ては、記載のとおりです。 

 続きまして、１２ページ、１３ページをごらんください。こちらは教育センターと施設

係関係の実績予定等報告になっております。主な設計委託、工事関係につきましては記載

のとおりでございまして、年度末の完了に向けまして、現在、順調に進捗をしているとこ

ろでございます。 

 総務課からは以上でございます。 

○髙部教育長  次に、学務課、お願いします。 

○桑名学務課長  続きまして、学務課でございます。１４ページの行事等の実績でござ

います。１月１３日に学校給食における市内産野菜活用推進連絡協議会を開催しました。

昨年１２月２１日に締結した協定書に基づき設置した連絡協議会で、当日はＪＡ、生産者、

協力農家の皆様、市が出席しまして、学校給食における市内産野菜活用のさらなる推進に

向けて、今後の使用率向上の具体的な方策の検討を行ってまいります。 

 それから、一番下段になります２月４日、昨日になりますが、本年度、２回目の教育支

援推進委員会を開催しました。保護者、学識経験者、学校関係者等の出席をいただきなが

ら、教育支援プラン２０２２の推進状況の確認、検証等を行いまして、必要な改善を検討

しながら、計画の円滑な推進を図っております。 

 続きまして、１５ページの予定でございます。２月８日月曜日に学校給食運営委員会を

開催する予定でございます。学校給食の充実に向けて、学校長、学校栄養職員、ＰＴＡ代

表、保健所職員、教育委員会事務局職員で構成する組織でございまして、給食の献立、衛

生管理、その他運営方法に関するさまざまな検討を行っております。 

 翌９日になりますが、就学相談説明会を予定しております。平成２９年度、再来年度に

なります。小学校に入学するお子さんの保護者の方を対象として、主に北野ハピネスセン

ターへ通所する就学前の児童の保護者に向けて、就学相談の流れなどの説明を行うもので

す。 

 学務課からは以上でございます。 

○髙部教育長  指導課、お願いします。 

○宮崎指導課長  お願いします。１６ページ、１７ページです。 

 まず１６ページですけれども、１月２３日に全国いじめ問題子供サミットが、文部科学

省が主催して行われまして、三鷹市から２校、第三中学校と第六中学校が出席して、さま

ざま提案をしたり、議論をするというようなことがございました。 

 また、１月２６日から２月５日のところに、中学校の書写展が入っておりますけれども、

今、これはちょうど２階のフロアのところに展示をしておりますので、もしよろしければ、

ごらんいただければと思います。 

 また、２月１日ですけれども、主幹教諭、指導教諭、主任教諭を対象とした服務事故防

止研修、実際は主幹教諭と主任教諭、各学校１名ずつ出席をしてもらいまして、管理職以

外、主幹、主任の役割が非常に大きいということで、研修をいたしました。 
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 １７ページですけれども、今度の日曜日、２月７日です。第７回中学生「東京駅伝」が

ございます。味の素スタジアムで行われますので、頑張ってほしいなと思っております。 

 それから、９日から１４日なんですけれども、左側の東京都公立学校美術展、公美展と

言ったりしますが、これはもう例年のことですが、その右側の東京都小学生科学展、これ

が新規の事業になっておりまして、各地区から１名ずつ参加になっております。三鷹から

は、第二小学校の６年生が出展をしておりまして、口頭で発表するという、ただ飾るだけ

ではなくて、やってきたことについて語る時間がございます。何をしたかというと、この

子は大地の不思議ということで、地層と断層の実験ということで、何かゼリーみたいなも

ので地層を表現したりすることをやっていたという話ですけれども、そのような形で口頭

発表もあるということでした。 

 それから、１９日には連雀学園の研究奨励校の発表会が第一中学校で、小学生もここで

授業をするという形でございます。ぜひ、ご参加をいただければありがたいなと思います。

その他、研究発表がございますけれども、ごらんのとおりになっております。 

 さらに、２７日ですけれども、みたか教師力養成講座Ⅰの閉校式がネットワーク大学で

行われます。 

 指導課は以上です。 

○髙部教育長  それでは、生涯学習課。 

○古谷生涯学習課長  １８ページ、１９ページをお開きください。 

 まずは、実績でございます。１８ページでございますが、１月１１日、成人を祝福する

つどい、今年度の成人は１,８５５人でございますけれども、そのうち９２６人の参加がご

ざいました。節度ある成人の取り組みがございまして、実行委員さんを初めとして、大き

な問題もなく終了したものでございます。 

 また、１７日でございます。考古学講演会「縄文ＶＳ旧石器」の講座を産業プラザで実

施しております。これにつきましては、文化財保護審議会の小林先生、長崎先生、それぞ

れが縄文と旧石器のご専門でございますけれども、２人が並んでご説明をしていただいた

というようなことになっております。 

 また、３１日につきましては、エコミュージアム入門講座、古文書寺子屋みたか村とい

うことで、三鷹市大沢に伝わります箕輪家文書についての読み書きの方法を教えていただ

いたものでございます。３６人ほど参加されております。 

 予定でございますけれども、２月１９日金曜日、山崎直子宇宙飛行士講演会が公会堂、

光のホールで行われる予定でございます。先着７００人ということで、５時から７時まで、

開場は４時からということなんですけれども、小・中学生から一般まで対象として、東京

井の頭ロータリークラブが主催いたしまして、三鷹市教育委員会で共催をする事業となっ

ております。 

 生涯学習課からは以上でございます。 

○髙部教育長  それでは、スポーツ振興課。 

○室谷スポーツ振興課長  スポーツ振興課でございます。 

 ２０ページをごらんください。昨日、２月４日までの実績等の報告でございますが、下
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から３番目の１月２１日木曜日、第３回三鷹市民駅伝の実行委員会を開催いたしまして、

この場では、１１月に開催しました駅伝大会の会計報告、そして、来場者、スタッフ、選

手の方々にとったアンケートの集計結果を報告した上で、次回への反省点や提案などを出

し合ったという内容です。 

 翌２２日の金曜日、スポーツ推進審議会を開催しました。こちらは、平成２９年４月に

オープン予定の新たなスポーツ施設、こちらで指定管理者制度を導入した後の事業展開に

ついて、私たちの計画をお示しした上で、各委員の方からいろいろなご意見を頂戴したと

ころです。 

 次、２１ページをごらんください。一番上段です。こちらは２月８日、来週の月曜日で

ございますが、馬とのふれあい事業ということで、こちらは三鷹市立第一小学校の３年生

を対象に、午前中にまず、馬とのふれあい体験、一人ひとり、えさやりですとか、乗馬体

験もしていただきます。そして、午後には、こちらは東京大学の馬術部の部員による、馬

の習性ですとか、あるいは馬術競技の紹介、また、オリンピックの歴史などの講義を予定

しております。 

 次の２月１５日のスポーツボランティア養成講習会、こちらは伊藤華英さん、ロンドン

オリンピックの水泳の代表選手なんですけれども、あと、専門の研究員の方を講師にお招

きして、いろいろな角度から、あるいはオリンピックでのボランティアの活躍ぶりですと

か、そういったことをいろいろお話ししていただきながら、三鷹で今後、いかにそういっ

たことを拡大していくかということをテーマにしております。 

 最後のコアトレーニング教室でございますけれども、コアトレーニングというのは、体

幹を鍛えるようなトレーニングの内容でございます。４０人募集のところ、５６人のお申

し込みをいただきまして、なかなか人気のある申し込み状況でございました。 

 スポーツ振興課は以上でございます。 

○髙部教育長  総合スポーツセンター建設推進室。 

○向井総合スポーツセンター建設推進室総務担当課長  ございません。 

○髙部教育長  次、社会教育会館、お願いします。 

○新名社会教育会館長  社会教育会館でございます。２２ページ、２３ページをごらん

ください。 

 まず、実績でございます。記載のとおり、市民大学事業を初めとする経常事業を継続し

ておりますが、最後の２月１日に公民館運営審議会ということで、今期の審議会では第７

回目ということで開催をいたしました。この中では、やはり社会教育会館が新施設に、生

涯学習センター（仮称）として移転が決まっておりますので、そこに向けた行政の動き、

並びに、この間、関係団体の方々ともいろいろお話し合いを重ねてまいりましたので、そ

のことのご説明を申し上げてまいりました。 

 予定のほう、２３ページについては記載のとおりということでございます。 

 会館は以上でございます。 

○髙部教育長  図書館、お願いします。 

○田中三鷹図書館長  図書館でございます。２４ページ、２５ページをごらんください。 
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 まず、１２月８日から展示を開催させていただいている「作家 津村節子の世界－夫 吉

村昭とともに」を２月２日より、展示内容をリニューアルして再開しております。こちら

は、津村先生から直筆原稿、受賞作品であります「流星雨」、「智恵子飛ぶ」、あと、２０１

３年に出された「三陸の海」の直筆原稿をお借りして、展示をしております。また、執筆

活動、取材活動に使われた品々もあわせてお借りをして、展示をさせていただいておりま

す。また、写真は、１００冊以上のアルバムをお借りして、プロジェクターを使用したス

ライド映像、あとはパネルにして、あわせて展示をさせていただいております。 

 今回、津村先生には、三鷹市民へのメッセージということで執筆をいただいたほか、三

鷹市民へのお勧めの本として、津村節子さんの３作、吉村昭さんの作品３冊を選んでいた

だいて、解説もつけてご紹介をさせていただいております。 

 予定でございますが、２月７日日曜日、「みたかとしょかん図書部！」とアジア・アフリ

カ語学院による交流イベント、「バレンタインのお菓子を作ろう！」を開催いたします。こ

ちらは中・高生向け多文化交流イベントとして、南部図書館のみんなみサポーターの協力

のもと、開催をさせていただきます。 

 こちらの記載にはないんですが、三鷹市立図書館では、新たなサービスとして、メール

マガジンの配信を開始いたしました。１月２３日から募集を開始し、現在、登録が８５人

となっております。２月から、毎月１０日、メールマガジンを配信させていただきますが、

内容としては、図書館員のコラム、図書館員がお勧めする本、三鷹に関連するレファレン

スなど、多彩な情報を登録いただいた方に情報提供させていただく形で配信をさせていた

だきます。 

 図書館は以上でございます。 

○髙部教育長  以上で報告は終わりました。委員の皆様の質疑をお願いいたします。 

○須藤委員  よろしいですか。 

○髙部教育長  はい、どうぞ、須藤委員。 

○須藤委員  ２点あるんですが、１点目が１０ページの総務課の２月４日の危機管理対

策研修ということなんですが、これはどのような階層の職員が対象ですか。 

○髙松総務課長  教育委員会の事務局職員ということで、職層も限らず、部長から主事

まで全員を対象として実施をいたしました。午前、午後、２回開催いたしまして、どちら

かに出席して受講するという形で実施をしております。 

○須藤委員  それともう一点が、２１ページの２月１５日のスポーツボランティア養成

講習会ということなんですけれども、今後、オリンピック等々でボランティアという話が

出てくると思うんです。例えば、中学生ぐらいになると、多分、ボランティアを活発にさ

れていると思うんですけれども、オリンピックに向けて、学生向けに、例えば今後、そう

いったボランティアはこういったようなものだよといったような講座というのは、今後、

開催計画等々はあるんでしょうか。 

○室谷スポーツ振興課長  そうですね。ボランティアの育成支援につきましては、先ほ

どの基本方針でもございましたけれども、今後、やはりオリンピックも見据えて、順次、

拡充していく予定でございます。やはり学生さんの支援、今も市民駅伝やスポーツフェス
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ティバルなどでご協力いただいているのですが、そういったところをまず基軸にしながら、

また、杏林大学も４月から全面移転してきますので、いろいろな働きかけをしながら、こ

ういった活動、そして、レガシーといいますか、一過性のものでないような形で継続して、

そういった形を拡充して、醸成していきたいと考えております。 

○髙部教育長  学校教育からは何かありますか。 

○宮崎指導課長  今でも中学生がさまざまな、例えば、私が一番、印象に残ったのは、

全ての小学校の運動会で地域の中学生がボランティアをしている。水をまいたり、いろい

ろな子どもの整理整頓をしてくれたり。あるいは芝生に関しても、ボランティアとしてや

っているという素地がございますので、連携しながら、今後やっていくことにはなるかと

思いますけれども、そういう素地はあるのかなというふうに思います。防災もそうですね。

防災も必ず中学生が出席しているということもあります。 

○髙部教育長  補足しますと、オリンピック・パラリンピック教育で、従来は推進校制

度ということで順次やってきました。それで、東京都は２８年度からは全校展開するとい

うふうに言っているんですけれども、ただ、具体的な予算づけがある事業内容がまだ示さ

れていない状況ですので、これから、それぞれの全学校でどんな展開をされるかはちょっ

とわからないんですが、ただ、東京都が１月に策定した実施方針を見ると、非常に幅広い、

オリンピック精神とかだけではなくて、スポーツだけではなくて、文化とか環境とか活動

とか、そういうことも含んでのオリンピック教育だということがうたわれていますので、

今おっしゃったようなスポーツボランティアも含めた、子どもたちのいろいろな活動に、

オリンピック・パラリンピックを機にして、学習を充実させるということがおそらく入っ

ていますので、それの具体化については、今後東京都と調整しながら、また全校展開して

いきたいと思っています。 

 ほかにいかがでしょうか。はい、高橋委員。 

○高橋委員  図書館の展示ですけれども、どのぐらいの方々が見ておられますか。 

○田中三鷹図書館長  まだ統計自体がとれていないですが、私どもで目録をつくらせて

いただいたので、それで次回以降の実績の報告で、目録がどれだけ手にとられたかで実績

のご報告をさせていただきたいと思いますが、頻繁に、お１人、お２人は定期的に見てい

ただいている状況で、ノートを設置させていただいて、自由にご意見を書いていただくよ

うなものも用意させていただいているんですが、まだ数名ですが、そちらにも記載をいた

だいて、評価をいただいているような展示で実施をさせていただいております。 

○高橋委員  わかりました。続けていいですか。 

○髙部教育長  はい、どうぞ。 

○高橋委員  馬とふれあい事業というものの今後の展開というのは、第一小学校から始

まって、全市展開をするようなことを考えておられますか。 

○室谷スポーツ振興課長  そうですね。来年度以降も、先日も校長会にお邪魔をしまし

て、この事業の趣旨をご説明した上で、ぜひ、ご協力いただきたいということでお願いを

して、できれば全校展開していきたいなと考えております。 

○高橋委員  わかりました。事業の子どもたちの反応とかを評価していただいて広げる
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ということでしょうか。学校はいろいろなことが入ってきてしまって、位置づけが難しい

こともあるので、その効果検証を行った上でやっていただければなというふうに思います。 

○室谷スポーツ振興課長  そうですね。はい。実際には、今年度も、東京大学の馬術の

馬場が大沢六丁目にございまして、２回ほど実験的に開催したんですけれども、非常に高

評価を得ていまして、そしてまた、今回、一小の岡田校長先生に非常にご協力いただいて、

いろいろとそういうご事情はあると思うんですが、その辺も踏まえて進めていきたいと考

えております。ありがとうございます。 

○髙部教育長  ２月８日は、天気はちょっと悪そうですが、１日構成で午前、午後とい

う形だったけれど、対応できるんですか。 

○室谷スポーツ振興課長  はい。朝６時に決定する予定で、授業の関係もございますの

で、雨の場合はまた延期ということになります。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、日程第４ 教育長報告を終わります。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第５ 議案第５号 校長人事の内申について 

 日程第６ 議案第６号 副校長人事の内申について 

○髙部教育長  次に、委員の皆様にお諮りをいたします。 

 日程第５ 議案第５号及び日程第６ 議案第６号につきましては、人事案件のため、秘

密会で審議したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○髙部教育長  ご異議なしと認めます。よって、秘密会を開くことに決定いたしました。 

 この際、議事の都合により、しばらく休憩いたします。 

午後 ２時１１分 休憩 

午後 ３時０７分 再開 

○髙部教育長  以上をもちまして、平成２８年第２回教育委員会定例会を閉会いたしま

す。 

    ──────────────────────────────── 

午後 ３時０７分 閉会 

 


